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（防除マニュアル）

ポテトスピンドルチューバーウイロイド（PSTVd）に感染し

た植物の防除について

１．防除の基本的な進め方

植物防疫所（那覇植物防疫事務所を含む。以下同じ。）及び関係自治体（各都

道府県）は、平成２２年２月に山梨県内の花き生産施設で栽培中のダリア苗に感

染が確認されたポテトスピンドルチューバーウイロイド（Potato spindle tuber

viroid ：PSTVd）について、次の（１）から（４）のとおり防除を進めるもの

とする。

（１）調査の実施

植物防疫所は、関係自治体の協力を得ながら、PSTVdの感染又は感染の疑

いがあるダリアを栽培した生産施設（露地の生産ほ場を含む。以下同じ。）

において、感染の有無を調査し、感染植物の早期発見に努めるものとする。

（２）感染が確認された際の対応

（１）の調査の結果、PSTVdに感染した植物（以下「感染植物」という。）

を確認した場合、植物防疫所は、関係自治体の協力により、当該感染植物の

生産者及び管理者等に対し、PSTVdの感染拡大を防止するため、当該感染植

物の移動を行わないよう求めるとともに、適切な防除対策を講じるよう要請

するものとする。

なお、具体的な防除対策は、「２．防除の実施」を参考にして実施するも

のとする。

（３）調査の継続

（１）の調査の結果によりPSTVdの感染を確認した生産施設については、

感染植物がなくなるまで、（１）の調査を継続して実施するものとする。

当該調査を実施する対象植物は、感染を確認した生産施設内のダリア株の

ほか、当該生産施設内外及び感染植物を処分した場所のナス科等PSTVdの宿

主植物（雑草を含む。）とすること。

（４）防除効果の確認

植物防疫所及び関係自治体は、感染植物が確認された生産施設内の感染植

物の処分を行った後も、再感染がないことを継続して確認するものとする。
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２．防除の実施

PSTVdの防除の実施に当たっては、次の（１）から（３）の防除対策を参考に

して、他の植物への感染拡大を防止するとともに、早期撲滅を図るものとする。

（１）発見時の防除対策

① 感染植物の処分

感染植物は、根こそぎ抜き取り、栽培中の他の植物と接触しないようビ

ニール袋等に入れて当該生産施設の外に持ち出し、地中深くへの埋却処理

又は焼却処理により、可能な限り早期に処分すること。ただし、このよう

な方法による処分が困難な場合には、植物防疫官が感染植物の処理として

適切であると認める方法（腐敗処理など）により処分することもできるも

のとする。

また、感染植物に隣接した植物は、既にPSTVdに感染しているおそれが

高いことから、可能な限り感染植物と併せて処分すること。（ダリアの切

り花を感染源として、PSTVdがまん延するリスクは小さいことから、改植

までの間に切り花の出荷を行うことは差し支えない。）

② 感染拡大の防止

感染植物が確認された生産施設内で収穫及び摘葉に用いる器具類（ハサ

ミや刃物など）は、品種や畝ごとに使用し、一定の作業工程ごとに消毒す

ること。

なお、感染植物が確認された生産施設内で使用した器具類は、その他の

生産施設での使用を避けること。

消毒液には、有効塩素濃度０．５％以上の次亜塩素酸ナトリウム等を使

用し、１５秒以上浸漬すること。（有効塩素濃度０．２％以上の次亜塩素

酸ナトリウムでも消毒効果があると考えられるが、その場合は最低でも数

分間以上処理する。なお、酸性薬品や消毒用アルコールは、PSTVdに対し

てほとんど効果がない。）

収穫、摘芽、摘葉、誘引などの管理作業には、品種や畝ごとに使い捨て

手袋を使用することが望ましい。
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（２）改植時の防除対策

① 植物の処分

感染植物が確認された生産施設及び感染のおそれがある生産施設内で栽

培したすべての植物は、地中深くへの埋却処理又は焼却処理により、可能

な限り早期に処分すること。ただし、このような方法による処分が困難な

場合には、植物防疫官が感染植物の処理として適切であると認める方法（腐

敗処理など）により処分することもできるものとする。（PSTVdは、土壌

伝染するとの報告がないので、土耕栽培の場合、PSTVdを対象とした土壌

消毒の必要はないが、植物残渣を残さないように除去すること。）

② 生産施設の消毒

植物の改植に先立ち、生産施設内の構造物や器具類など感染植物と接触

した可能性のあるものはすべて十分に洗浄し、その後消毒を行うこと。

③ 健全な育苗資材の使用

新たに導入する育苗資材（苗、穂、塊根など）は、管理の徹底した信頼

できる種苗会社から購入するなどPSTVdの感染が疑われるものは使用しな

いこと。

（３）終息後の再発予防対策

① 発生の監視

感染植物が確認された生産施設では、改植後、定期的に育成状況を見回

り、再発がないかどうか注意すること。

万が一、感染の疑いがある植物が認められた際は、植物防疫所及び関係

自治体が協力して調査・検定を実施すること。

② 栽培管理

生産施設内の衛生や生産施設周辺の除草を徹底し、感染源となる不必要

なナス科等の植物を栽培したり、持ち込まないようにすること。

生産施設の出入りの際は、手や靴などの消毒や洗浄を行い、作業服は清

潔なものを着用するよう心がけること。

（注）このウイロイドの正式な和名は決定されていませんので、正式な学名である

「Potato spindle tuber viroid 」の音訳である「ポテトスピンドルチューバ

ーウイロイド」を用いました。


